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+ 日立諾特許

回転機械用ラビング解析装置
回転機械の安全運転及び子l妨保令の

立場から,ラビング･呪象(阿転休と静

止体との接触)の早期横山及び的確な

解析,対‾策技術が望まれる｡

日立製作所が開発したこのラビング

解析装置によると,(1)ラビング現象の

強弱の度でナ判忘三(H波形),(2)ラビング

している位置の判定(Z波形)の解析結

果が得られる｡解析のためには,図1

に示すような構成で,回転パルス信号

と,静止休心端に設置した音響センサ

(AEセンサ)によって検出する接触固

体音の音響イ‾ii号を用いる｡ラビング現

象は通常回転に同期するので,1回転

中の各位相でのラブ書発毛塀度をヒス

トグラム衷ホすると,J空†ナ判定ができ

る｡また,同体吾が静_1L体を伝搬L両

端の音響センサに達するまでの時間差

を計時すると,位置判定ができる｡パ

ルス間隔を軸良に対人むさせているので,

図2の例では,ラビング位‾E別封旦+転軸

の中央から左に43%の位置という表示

になる｡

本装置は可搬式で,現場での解析が

可能であり,こ十汀機を川いた古那軋診断

システムの一一環としても利川できる｡

1.特長･効果

(1)位‾i削三Ij完の精度10%

(2)ラビング位壬;ゞ一:が2箇所以卜にわた

っても判式三叶能
(3)Hi伎彬及びZ波形は1～128倍まで

･拡大が七丁能で,微弱なラビング現象も
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図l ピックアップの配置と検出信号

検出できる｡
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図2 検出う皮形の実例

2.:提供技術

■技術情報

●関連特許の実施許諾

特開昭54-川7882号｢音響信号による

回転機械の異状発生検出装置+ほか9件

回転機多チャンネルテレメータ
回転機耳減のイ言束頁惟Irり卜を周るために

は,実働状態での応力,卓見度などを多

数点について正確に測定しなければな

らない｡

日立製作所では,最大256止まで測

定でき,しかも小形,軽量の凶転機用

テレメータを開発している｡図1はそ

の構成を示すブロック同である｡

多数の検出器の出力電圧をマルチプ

レクサ内で高速サンプリ ングして.

PCM変調器でディジタル化する｡ディ

ジタル信号はFM電i皮にのせて静止側

に伝送する｡静止側ではこの電波を′受

信して各種信号処理を行なった後,復

調して各検出器からのノートけJ信サを再生

し,これを測定する｡ここで遠心ん㌫力

のような静的現象の測定結果は印字Hl

力し,振動応力のような動的現象の測

定結果はシンクロスコープで観察した

り,電一遍オシログラフに記録する｡

マルチプレクサ,PCM変調器,FM

送信器,制御信号一受光器など回転側電

子回路を動作させるための電源は,電

磁誘導を利用して静止側から非接触の

こ状態で供給している｡また検出器用電

子原は,マルチ70レクサ内の定電圧回路

(AVR)を介して供給している｡

マルチプレクサ内半導体スイ ッチと

AVRのON,OFF制御,PCM変調器

内増幅器のゲインの了別御を行なうため

の制御イ‾こ言号は,静_【1二側から光の点i成イt言

号に変換Lて一日‖釧川に伝送している｡

Lたがって,1判定l‾1■に供試回転機を止

めることなしに,測定結一果を見ながら

芥子ャンネルごとにんb答周波数,測定

感度などを日由に設定することができる｡

1.ヰ寺長･効果

(1)一息度変化によって+三じる誤差は自

動的に補正し,外部ノイ ズの影響を′受

けにくく,高精度の測定が可能である｡
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(2)応答周波数,測定感度などを,測

定中に自由に変えることができる｡

(3)マルチプレクサは小形,軽量で高

遠心加速度に耐える｡

(4)動作電源は静_lL側から供給してい

るため,士主時間の測定が可能である｡

2.提供技術

■技術情報

■ 実験データ

●関連特許の実施許諾

特許第896771号(特公昭52-24855)

｢回転体の物理量測定方法+ほか
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ダム制御方式

この発明は,ダムの水位制御に関す

るものである｡

ダムの水位を目標値に保つためには,

7売人量と放流量の偏差による水位変化

を正確に検出し,ゲートの開閉を指示

する必要がある｡しかし,一般に水位

計は流入量と放i充量の偏差による水位

変化だけでなく,ゲートの開閉に伴う

水面の過i度的な乱れ(水位ノイズと呼

ぶ｡)も区別なく検知してしまう｡その

ため水位振動を助長し,制御ハンチン

グを起こすことがあり,安全面で問題

があった｡

本発明はこの問題を解決するために,

ダムの貯留水量に対応した水位の推定

値を算出し,その推定値に従って実際

の水位を制御するようにしたものである｡

図1で,水位推定手段⑪は次の(1)式

から貯留水量に対応した水位の推定値

んんを求める｡
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図l ダム制御方式のブロック図

ここに A:ダムのたん水面稗

QJん-1:(良一1)時点の子売人量

QOた-1:(た-1)時点の放?充量

』r:フィルタリング時間間隔

∬人:推定誤差修正ゲイン

〃た:九日寺点の水位実測値

(1)式中の第1項及び第2項から基本

となる朋寺点での水位推定値を求め,更

に第3項によって,水位実測値に基づ

く修正を加えている｡なお,修正ゲイ

ン方鬼は推定誤差修正ゲイン設定手段⑬

によって求められる｡

i売人量QJの実測値が得られない場合

は,流入量推定手段⑫によr)次の(2)式

及び(3)式から求める｡

Qム=壷古見_1＋(百fト1-壷ゴト2)‥…･(2)

伽▼1=』T-1(左ん＋克た-1)A

＋QO良一1……･…･･‥……･(3)

ただしqiた_1は(ゐ-1)時点での‡売人量

の瞬時値を示す｡

1.!特 長

?売人量の急変などに対して制御の安

定性が優れている｡

2.】是供技術

■ 関連特許の実施許諾

●特関昭55-76408号

｢ダム制御方式+ほか

上下水道システムの運用制御方法

この発明は,浄水場相互間あるいは

浄水場と配水池間などが,管路によって

ネットワーク状に結ばれた上水道シス

テムの運用制御方法に関するものである｡

従来は,浄水場の運転員がその時々

の時点での配水量や天候,気温などの

周囲条件から,数時間先までの需要量

を経験的に予見して,浄水場での処理

水量や取水量を制御していた｡

.しかし,管路がネットワーク斗犬に形
成され,いくつもの浄水場が相互に水

を融通し合うような複雑な上水道シス

テムの場合,経験に板る連用制御では

適切な制御を行なうことが困難となる｡

本発明はこの問題点を解決するため

に,複∠推な管路網を一つの浄水場と,

その手争水場から送水される少なく とも

一つの配水池から成るいくつかのゾー

ンに分け,このゾーンを一つの制御単

位として;次のような運用制御を行な

うものである(図1参照)｡

(1)各ゾーンで当日の運用に入る前に,

1日の水の需要量及びその変化を予測

し,その結果に基づいて各ゾーンでの

取水ミ
取 水量
制御手段

需要量予測手段

運用計画立案手段

計画値修正手段

I

------∫I-ゾーン

必要i売人量を求める(同図,需要量予測

手段)｡

(2)必要‡元入量を基に,各ゾーンの浄

水場の処理水量,管路流量などの計画

値を決定するとともに,予測需要量と

必要流入量からゾーン貯水量の計画値

を決定する(同図,運用計画立案手段)｡

(3)当日の運転に入った後は,ゾーン

貯水量を実測し,その実測値と計画値

との偏差を求める｡

(4)この偏差が所定の範囲を越えた場

合は,管路i充量の計画値を修正し,こ

の修正によってもなお偏差が所定の範

プ雷雲羞
他ゾーンヘ 図l 上水道システ

ムブロック構成図

園内に入らないときは,処理水量の計画

値を修正する(同図,計画値修正手段)｡

1.王特 長

(1)上水道システム全体として経済的

な運用ができる｡

(2)水の輸送でのi充下遅れ時間を吸収

できる｡

2.提供技術

■関連特許の実施許諾

●特開昭56-7110号

｢上水道システムの運用制御方法+

ほか

日立製作所では,すべての所有特許権を適正な価格で皆さまにご利用いただいております｡またノウハウにつし､てもご相談に応じてもりますので,お気軽にお問い合わせください｡

お問い合わせ先は… 蛛式●鼓日立製イE祈 〒105東京都港区浜松町二丁目4蕃l号(世界貿易センタービル)電話(03)435-4116～8(ダイヤルイン)特許部特許営薫グループ
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シミュレーションプログラム"SIMPLAN”の機能向上

経営計画用シミュレーションプログ

ラム"SIMPLAN''(Simulation Pro-

gram for Corporate Planもing)は,長

期計画,代替政策立案,短期計画,予

算編成など各種経営計画を実現するた

めの強力なツールであり,コンピュー

タの技術的知識をもたない企画担当者

や管理者,財務分析者が簡単に使うこ

とができる,経営計画支援のための総

合的なプログラムである｡

1.主な特長

(1)総合的なシステム

データ管理,モデリング,シミュレ

Ⅶション,統計分析,予測,報告書作

成,グラフ作成,テキスト編集,機密

保護,ユーザーインタフェースの各機

能を備えている｡

(2)簡単な利用方法

モデリング,報告書作成用.には簡単

で多機能な会話,バッチ両用の言語を

もち,これを使用してモデルプログラ

ムと報告書プログラムを作成し,シミ

ュレーションと報告書作成を行なう｡

(3)柔軟性

簡易言語をもつため,モデリングと

報告書に対し固定的な制約がない｡ユ

ーザー固有の機能はユーザーインタフ

ェース機能により対処できる｡
(4)多様な利用形態

あらかじめ登録済みのモデル,報告

書定義を利用できるため,モデル自身

の作成者から意思決定者まで,多様な

利用形態が実現できる｡

(5)適用可能なモデル

逐歩こモデル,同時モデル,論理モデ

ル及び計量経音斉モデルがシミュレーシ

ョンできる｡

(6)多様な出力形態

ラインプリンタ出力のほか,グラフ

ィックディスプレイ,Ⅹ-Yプロッタ,

ノンインパクトプリンタへのグラフ出

力が可能である｡報告書,グラフに漢

字を出力できる｡

2.今回の機能向上

(1)日本語による画面入出力

SIMPLAN/FS(FullScreenInput
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図l 画面仕様の例

and Output)により,T560-20タイプⅠⅠ

カラーグラフィックを用い,全画面管

理の下で対話形で実行できる｡対話用

の表示画面の例を図1に示す｡

(2)WhatIf機能(モデルの代替案作成)

WhatIfを知るために,モデルプロ

グラムの編集とシミュレーションを同

時に繰返し実行できる｡

3.今後の機能向上

T560-20タイプⅠⅠ/ⅠⅠⅠカラーグラフィ

ックヘのグラフ出力

(日立製作所 コンピュータ事業本部)

HIFAX4000シリーズ感熱高速ファクシミリ

OA(オフィスオ】トメーンョン)の本

格的普及時代に対応するファクシミリ,

HIFAX4000シリーズがいよいよ発売に

なった(図1,2)｡コンパクトなボディ

に,郵便システムや10秒台電送など新

機能を数多く搭載している｡･更に,世

界で初めてA3判読み取りで,卓上形

を実現し,ユーザーの高い要望にこた

えた多機能感熱機の決定版である｡急

速な技術革新が相次ぐ中で,4000シリ

【ズは他を一歩引き離し,OAの中核機

器として大きな反響を呼んでし-る｡

〆環.H.FAX
4090×(上)と

HIFAX40M

(下)配達ユニ

ット

図2 配達レシーバHIFAX40S

1.特 長

(1)郵便配達の役目を担う直配ファタ

ンミリシステム｡

(2)A3判読み取りが可能で,しかも

軽量コンパクトな卓上形｡

(3)国際規格のG3,G2の両モードを

もつ,幅広い交信性｡

(4)10秒台の高速電送(日立標準テス

トチャ】ト)｡

(5)最適画像を自動調整するACS(原

稿濃度自動識別)採用及び16階調のハ

ーフトーン機能で短時間電送｡
(6)相手先を確認するID(Identifica･

tion)表示,送信原稿を確認する送信済

み70リンタ,発信時刻･発信元を確認

する発信元記録,送･√受信台l帳となる

通信管理レポートなどの通信証明機能

を完備｡

(7)消耗品も安く,無駄のなし､経済性｡

また,故障率も低く優れた信頼性｡

2.基本機能

自動給紙,相手機種自動識別,解像

表l 主な仕様と機種

工白 目
1矢 1宮 害唱 r 壁 イ吉 邪

走 査 方 式
CCDによる電子平 暦熱言已箋棄ヘッドに

面走査 よる骨子平面走査

原稿サ イ ズ
標準Z57mmX364∩¶(JISB4判),

最大幅297mmx最大長l.500mm

有 効 画 面 幅 B4:252rr州.A3:29Z巾爪

走査線密度
主走査8本/m

副走査7.7未/m.3.85本/mm

イ云 送 達 丁字 9-60t〕/7.ZOO/4.800/2.400bDS

電 送 時 間
G3:川秒台(日立標準テストチャート)

G2:3卦

帯t或圧縮‾方式
MH/MR/PLC(日カニ独自方式▼-パターン

レングス符号化方式)
言己 等量 方 式 感熱音己毒長方≡℃

言己毒貴紙の大きさ

幡257nlmX長さ】00

m(□【ル紙)
幅2】6mmX長さ100

m(ロール紙)

寸 法
帽640×奥行565×帯さZ15(mm)

(突起物.ゴム足を含まないn)

王 t 酢】30kg

℡ 源 AC100V土10% 50′/60Hz土3Hz且相

規 程
用紙サ

送

イ
面

言済み
プリンタ

最大

A3判

○

○

度自動制御,自動サイズ縮小,自動カ

ッタ,電話切替･予約,コピー,ポーリ

ング,送‥受信枚数カウンタ,B4判･

A4判記録,タッチトーン,ノーホル

ダ記録紙セット｡

3.主な仕様と機種

主な仕様と機種を表1に示す｡

(日立製作所 通信機事業部･OA事業部)
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日立インバータホイスト

ホイストの基本シリーズである｢Ⅴ

シリーズ+に,インバータを搭載した

無段変速タイプを開発した(図l)｡

従来から,一定段階でスピードを変

えられる二重速ホイストを販売してき

たが,最近,作業スピード変化に追従

できる可変速タイプへの需要が増大し,

これに対応するためにインバータ制御

による無段変速を可能にした｡

インバータホイストは,標準巻上(‾刊

ぎ
区
=

日立イ

ンノヾ一夕ホイ

スト■`1MVC一

丁23”

表l インバータホイスト仕様

項目 形式 巻上(下)可変速形 横行可変速形

ホ イ ス ト

容 丑(t) % l 2 3 5 % l 2 3 5

モ
ー ト ル(kW) ll 2.3 3.5 5.0 7.0 (0.26) (0.26) (0,60) (0.60) (0.84)

イ ン/ヾ一夕

出 力 客 土(kVA) 5.5 】l 22 l.0 Z.5

出力周)度数(Hz) 10～甲 6､･60

Min 2.2 2.2 l.丁 l.5 l.3 2.5

可 変 速 睾巨 囲(m/mln) l l l l i l

Max 13 13 10 9 8 25

電 )原 三相200V 50/60Hz.220V 60Hz

使 用 …須 磨 使用率Z5%,始動回数250回/時

;主:′ト括弧内は,横行用モートル客土を示す｡

速度から-を速(横行速度は去速)まで,

無段階に自由に変えられるため,微妙

なスピードが要求されるライン作業に

適する｡

1.主な仕様

(1)スピードを自由に変えることがで

きるため,めっき･塗装工程間搬送作

業などで,速度コントロールができ,

均一な製品づく りに役立つ｡

(2)クッションスタート,クッション

ストップを採用しているため,巻上｢円

時のワークへの衝撃,スタート･スト

ップ時の荷振れが緩和され,精密な機

器の組立て,運搬にも安心して使用で

きる｡

(3)操作は,二段モーション式押しボ

タンを採用しているため,低速から高

速への切替えも押しボタンーつで簡単

に操作できる｡

2.主な仕様

主な仕様を表1に示す｡

(日立製作所 商品事業本部)
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■特集 火力発電新技術

火力発電の動向と日立の役割

1,000MW石炭燃焼ボイラ

超々臨界圧二段再熱ボイラの計画

石炭火力用微粉炭機

ボイラ通風用高性能軸流7ア ン
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最近の灰処理技術

石炭火力用環境設備の新技術

新しい持運貯炭システム
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タービン発電機の新技術

可動異循環水ポンプ

大形ボイラの制御システムの新しい動向

全ディジタル制御装置

所内電気設備の新技術

大容量コンバインドプラント
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ナ
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